


2広報いせ ●平成26年５月１日号



3 広報いせ ●平成26年５月１日号広報いせ ●平成26年５月１日号



4広報いせ ●平成26年５月１日号



5 広報いせ ●平成26年５月１日号広報いせ ●平成26年５月１日号



平成26年度当初予算が、３月市議会定例会で審議され決定しました。
市民の皆さんに関係が深い一般会計を中心に、平成26年度当初予算のあらましについてお知らせします。

区　　　分 予算額 対前年度比

一般会計（ア）
億
472

万
4,280

千円 
 9 －   2.4%

特
別
会
計

国民健康保険 148 6,768 4 ＋   4.5％
後期高齢者医療 27 8,928 1 ＋   8.7％
介護保険 123 4,118 4 ＋  4.0％
住宅新築資金等貸付事業 596 7 － 26.4％
観光交通対策 5 6,727 4 ＋  5.6％
土地取得 4 361 0 ＋100.6％

小計（イ） 309 7,500 0 ＋  4.8％

企
業
会
計

病院事業 90 619 2 ＋ 41.0％
水道事業 44 5,036 1 －  4.9％
下水道事業 79 3,314 0 ＋ 14.3％
認知症対応型共同生活介護事業 4,500 3 ＋  8.7％

小計（ウ） 214 3,469 6 ＋ 18.8％
合計（ア）＋（イ）＋（ウ） 996 5,250 5 ＋  3.8％

平成26年度会計別予算規模

公債費（借入金の返済）
＋0.1億円（＋0.1%）

消防費（消防、救急、防災など）
＋12.3 億円（＋43.2%）
消防本部庁舎および防災センターの
新設、津波避難タワー整備などの増

農林水産・観光費等（農林水産、観光、
商工など）
－27.4 億円（－62.4%）
国営宮川用水二期事業への負担金の
皆減、ご遷宮に関連する観光対策の
減など

衛生費（保健衛生、環境、ごみ・
し尿処理など）
－2.8 億円（－6.3%）
水道事業への出資金の皆減、伊
勢広域環境組合負担金（ごみ）の
減など

総務費等（議会運営、市全般の管理
事務など）
－4.9 億円（－10.1%）
選挙経費・駐輪場整備の減など

投資的経費（道路、公園、学
校などの建設事業に要する経
費）
－11.8億円 (－15.9%)
国営宮川用水二期事業負担金
の皆減、倉田山公園整備・八
日市場高向線整備の減など

公債費（借入金の返済に要す
る経費）
＋0.1億円（＋0.1%）

扶助費（児童、高齢者、障が
い者などの福祉サービスに要
する経費）
＋6.5 億円（＋7.0%）
臨時福祉給付金・子育て世帯
臨時特例給付金の皆増、障害
者介護給付費の増など

繰出金（各種会計相互間
において支出される経費）
－1.1億円（－1.6%）
農業集落排水事業の特別
会計廃止、観光交通対策
のご遷宮に関連する特別
対策経費の減など

補助費（各種団体に対す
る補助金や一部事務組
合に対する負担金などの
経費）
－3.6 億円（－11.2%）
伊勢広域環境組合負担金
（ごみ）、伊勢の伝統民俗
行事「お白石持行事」の
運営などにかかる負担金
の減など

物件費（消耗品、備品、
委託料などの物品調達に
係る経費）
＋1.1億円（＋1.5%）
若者にターゲットを絞っ
た誘客キャンペーン、資
源物回収経費の増など

義務的経費  49.8%
＋5.4 億円（＋2.3%）

人件費（一般職員 965 人、
市長、副市長、議員、各種委
員にかかる経費）
－1.2億円（－1.4%）

出資金、予備費など

財政課（☎㉑5529）

維持補修費 3.4億円

その他経費 1.5 億円

総額996億5,251万円
平成26年度 当初予算

平成 26 年度  歳出の内訳

繰出金 68.8億円繰出金 68.8億円繰出金 68.8億円

補助費 28.6億円補助費 28.6億円補助費 28.6億円

物件費 72.4億円物件費 72.4億円物件費 72.4億円

公債費 55.1億円公債費 55.1億円公債費 55.1億円

扶助費 98.5億円扶助費 98.5億円扶助費 98.5億円

人件費 81.5億円人件費 81.5億円人件費 81.5億円

投資的経費 62.6億円投資的経費 62.6億円投資的経費 62.6億円

歳出総額
472.4 億円性質別
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平成 26 年度  歳入の内訳

　平成26年度は、子どもたちの笑顔があふれ、幸せに年齢を重ねられる伊勢市を目指す「笑子・幸齢化の
まちづくり」の実現に向け、次の「５つの柱」を最重点とした予算を編成しました。

「５つの柱」を最重点とした予算を編成

教育費（小・中学校、幼
稚園、社会教育など）
＋8.2億円（＋21.7%）
中学校統合や小・中学
校の空調整備などによ
る増

土木費（道路、河川、
都市計画など）
－7.5 億円（－12.1%）
倉田山公園整備、八日
市場高向線整備の減な
ど

民生費（高齢者・児童・
障がい者福祉など）
＋10.3 億円（＋6.3%）
臨時福祉給付金・子育
て世帯臨時特例給付金
の皆増、障害者介護給
付費や民間保育所の施
設整備に対する補助金
の増など

依存財源  57.2％

自主財源  42.8％

地方譲与税、地方消費税交
付金など
＋1.2億円（＋6.4%）
税率引き上げに伴う地方消
費税交付金の増など

市債（国や金融機関からの
借入金）
－14.6 億円（－20.1%）
国営宮川用水二期事業負担
金にかかる市債の皆減など

国・県支出金（特定の事業に
対し、使い道を限定した国・
県からの交付金）
＋4.5 億円（＋5.2%）
臨時福祉給付金、子育て世
帯臨時特例給付金国補助金
の皆増など
地方交付税（地方財政の運
営を保障するための国から
の交付金）
＋3.0 億円（＋3.1%）

使用料、手数料、負担金、財
産収入、繰入金、寄附金など
－9.4 億円（－20.1%）

市税
＋3.5 億円（＋2.2%）
法人収益の増による法人市
民税の増、新増築家屋の増
による固定資産税の増など

公債費 55.1億円公債費 55.1億円公債費 55.1億円

教育費 46.0億円教育費 46.0億円教育費 46.0億円

消防費 40.6億円消防費 40.6億円消防費 40.6億円

土木費 54.9億円土木費 54.9億円土木費 54.9億円

民生費 174.3億円民生費 174.3億円民生費 174.3億円

衛生費 41.9億円衛生費 41.9億円衛生費 41.9億円

農林水産・観光費等
16.5億円

農林水産・観光費等
16.5億円

農林水産・観光費等
16.5億円

総務費等 43.1億円総務費等 43.1億円総務費等 43.1億円

各種交付金 20.0億円各種交付金 20.0億円各種交付金 20.0億円

市債 58.0億円市債 58.0億円市債 58.0億円

その他 37.5億円その他 37.5億円その他 37.5億円

市税 164.6億円市税 164.6億円市税 164.6億円

国・県支出金
91.7億円
国・県支出金
91.7億円
国・県支出金
91.7億円

地方交付税
100.6億円
地方交付税
100.6億円
地方交付税
100.6億円

歳入総額
472.4 億円

国や県からの交付
金や借入金（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）市が自主的に収入
できる財源

歳出総額
472.4 億円目的別

平成26年度予算特集

① 防災・消防
　防災対策拠点としての消防本部庁舎・防災

センターの新設工事に着手します。また、津

波への備えをはじめ、台風・集中豪雨による

風水害などにも備え、災害に強いまちづくり

を推進します。

② 産業・観光
　伊勢ブランドの情報発信に努め、現在の多

くの観光客を引き続き迎え入れるための「お

もてなし」の体制整備を図り、観光交流の活

性化を目指します。

③ 地域医療・健康福祉
　平成30年５月の新市立伊勢総合病院開院
に向けた整備を進めるとともに、予防医療の

促進、介護予防への取り組みを進め、健康・

福祉の増進を図ります。

④ 教育・スポーツ
　「ドリームプロジェクト」の推進により、確

かな学力の向上はもちろんのこと、いじめや

不登校の対策に正面から取り組み、併せて教

育環境の向上を図ります。

⑤ 市民自治・行財政改革
　地区みらい会議の設立を進め、新しい地域

自治に取り組み、また、公共施設の在り方に

ついての議論を深め、近い将来に備えた行財

政運営を行うことで、安心経営のまちづくり

を目指します。

※特別会計、公営企業会計予算については、それぞれの設置目的に従って予算を編成しています。

7 広報いせ ●平成26年５月１日号



平成26年度に行う事業の一部を紹介します。※金額は平成26年度予算額（繰越予算を含む）です。

防災・消防
　この地域では、風水害に加えて南海トラフ地震の発生が想定されており、大きな揺れに対する備えや、津波

被害を想定した防災対策に引き続き取り組みます。

◆消防本部庁舎・防災センターの新設 ◆避難所などの整備　6億9,946万円
　発生が危惧されている巨大地震などから市民の命を
守るために、津波避難タワーの整備、避難所への外付
け階段・屋外フェンス設置、避難所周知のための看板設
置を行います。

産業・観光
　ターゲット（対象）を絞りながら、観光客の皆さんの

伊勢での滞在時間の延長や消費拡大、観光交流の活性

化を図っていきます。

◆誘客キャンペーンの強化
　４月から９月まで、観光客の皆さんに市内を周遊して
いただくよう、「ようこそお伊勢さんへキャンペーン」を
実施し、年度後半は、若年層をターゲットに誘客キャン
ペーンを実施します。

9億6,057万円

平成
26年度

伊勢市は
こんなことに取り組みます

消防本部庁舎（完成イメージ図） 津波避難タワー

8,000万円

◆教育相談の充実
　児童・生徒の不登校の未然防止に取り組むほか、登
校しぶりや引きこもりなど、学校に行きたくても行けな
い児童・生徒の社会的自立を目指し、学校復帰を支援
します。

相談員２人を新
規配置

2,024万円

◆中学校の統合
　豊浜中学校と北浜中学校の統合校、宮川中学校と沼
木中学校の統合校について、各校の施設整備に向けた
準備を行います。

2億3,532万円

◆ドリーム・ベースボール
　平成25年度に全面改修した倉田山公園野球場で、
著名な元プロ野球選手からなるドリームチームと開催
地チームとの親善試合および野球教室などのイベント
を開催します。ます。

7月6日㈰に開催
予定

85万円

津波避難タワーを
設置

します。

ポスト遷宮に向けた

リピーターの確保

　倉田山公園内に、消防本部と防災センターが一体とな
った施設を新設します。

平成27年度に

消防本部庁舎完
成
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平成26年度予算特集

　藤田保健衛生大学による、伊勢総合病院への非常勤
医師4人の派遣や医療スタッフの教育などにより、地
域医療（主に回復期リハビリテーション）の充実を図り
ます。

◆リハビリテーション医学講座設置

地域医療・健康福祉
　平成30年5月の新市立伊勢総合病院の開院に向けて整備を進めており、切れ目のない医療実現のため、
医療機能の充実を図ります。また、こども医療費の通院助成を中学校卒業までに拡大し、さらなる子ども

の健康・福祉の増進を図っていきます。

2,400万円

伊勢総合病院

　小学生以下の子どもの入院・通院にかかる医療費、
中学生の入院にかかる医療費を助成します。

◆中学生までの医療費を支給
3億637万円

成します。

平成26年９月か
ら

中学生の通院医
療費も新たに助

成

こども医療費無償化

教育・スポーツ
　「夢と意欲を持ち未来を切り拓く人づくり」ドリー

ムプロジェクトにより、確かな学力の向上はもちろ

んのこと、いじめや不登校の対策に正面から向かっ

ていきます。また、小中学校適正規模化・適正配置

基本計画に基づき、学校の統合を目指し、教育環境

をより良くしていくように努力していきます。

◆子どもたちとつくる
　「やさしいまち伊勢市」
　自然や環境、伝統文化、福祉、ボランティアなどに関する
体験学習など、創意工夫を生かした学習を通して、児童・生
徒が「やさしいまち伊勢市」のまちづくりについて考え、気
付き、行動するための幼稚園・学校の取り組みを支援します。

「子ども未来会
議」を開催

212万円

市民自治・行財政改革

◆ふるさと未来づくりの推進
　新たな地域自治の仕組みとして、ふるさと未来づくり
を確立し、それぞれの地域における絆・つながりを深め、
安全・安心で、愛着と誇りを持てる地域づくりを推進し
ます。

地域の課題解決に
向けた

活動を展開

9,194万円

◆公共施設マネジメント
　人口減少が進む中、今後、真に必要な施設サービス
を持続可能なものとしていくため、全体最適の観点から
公共施設のマネジメントを行います。共施設のマネジメントを行います。

平成26年度は基本
方針を策定

104万円
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伊勢市駅

宇
治
山
田
駅

P

市営駐輪場P

P

P

P

P

P

P
放置禁止区域

県道
鳥羽松阪線

市役所

７月1日から条例による
放置自転車などの対策が始まります

交通政策課（☎㉑5508）

　

公
共
の
場
所
、
特
に
鉄
道
駅

周
辺
の
放
置
自
転
車
な
ど
は
、

全
国
的
に
も
社
会
問
題
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伊
勢
市

で
は
、
平
成
26
年
７
月
１
日
に

「
伊
勢
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
、
放
置
自
転

車
な
ど
の
防
止
を
目
指
し
ま
す
。

　

条
例
施
行
後
は
、
次
の
と
お

り
放
置
自
転
車
な
ど
の
撤
去
を

行
い
ま
す
。

自
転
車
な
ど
の
撤
去

①
伊
勢
市
駅
・
宇
治
山
田
駅
周

辺
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」（
下
図
参
照
）
を
指
定
し
、

禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
な

ど
は
、
直
ち
に
撤
去
し
ま
す
。

（
警
告
書
を
付
け
、
１
時
間
以

上
経
過
し
て
も
移
動
し
て
い
な

い
場
合
に
撤
去
す
る
予
定
）

②
禁
止
区
域
以
外
の
道
路
や
公

園
な
ど
の
公
共
の
場
所
に
７
日

間
以
上
連
続
し
て
放
置
し
て
あ

る
自
転
車
な
ど
も
撤
去
し
ま
す
。

③
市
内
の
鉄
道
駅
周
辺
の
市
営

駐
輪
場
内
に
７
日
間
以
上
連
続

し
て
放
置
し
て
あ
る
自
転
車
な

ど
も
撤
去
し
ま
す
。

自
転
車
な
ど
の
返
還

　

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の

返
還
を
受
け
る
場
合
は
、
次
の

と
お
り
撤
去
・
保
管
な
ど
の
費

用
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
自
転
車

　

１
台
に
つ
き
１
０
０
０
円

・
原
動
機
付
自
転
車

　

１
台
に
つ
き
２
０
０
０
円

　

撤
去
後
60
日
を
経
過
し
た
自

転
車
な
ど
は
、
公
売
ま
た
は
廃

棄
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

撤
去
後
６
カ
月
を
経
過
す
る
ま

で
は
、
公
売
し
現
金
化
さ
れ
た

場
合
は
現
金
を
、
公
売
さ
れ
な

い
場
合
は
自
転
車
な
ど
を
返
還

（
廃
棄
さ
れ
た
場
合
は
返
還
で

き
ま
せ
ん
）
し
ま
す
。
６
カ
月

を
経
過
す
る
と
、
所
有
権
が
市

へ
移
る
た
め
、
返
還
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

正
し
い
駐
輪
を

　

自
転
車
は
運
転
免
許
も
必
要

な
く
、
手
軽
に
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
乗
り
方
を
間
違
う

と
、
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

駐
輪
を
す
る
場
合
も
、
正
し

い
方
法
で
の
駐
輪
を
お
願
い
し

ま
す
。

   

自
転
車
等

　

  　

 

放
置
禁
止
区
域自転車・原付は

正しく駐輪してください

予
算
額
〔
平
成
26
年
度
〕　
１
３
０
４
万
９
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
う
ち
撤
去
等
手
数
料
収
入
11
万
円
）
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　下水道が使用できる区域以外に住んでいる皆さんには、合併浄化槽の
設置を推進しています。また、下水道工事予定のない区域の皆さんには、
合併浄化槽の設置をお願いしています。
　合併浄化槽を専用住宅などに設置する場合、補助制度があります。詳
しくは環境課へ問い合わせてください。
※大型浄化槽により共同処理をしている団地は補助対象外です。　

　下水道工事が完成し、下水道
への接続ができるようになった
区域の皆さんは、下水道への早
期接続にご協力をお願いします。

下水道が使える区域外では
合併浄化槽の設置に補助

下水道の早期接続を
環境課（☎㉑5542） 下水道施設管理課

（☎421538）

下水道建設課（☎421530）

平成26年度に行う下水道工事
市では生活排水の処理を進めるために下水道事業を行っています。
今年度の下水道工事の予定箇所は、次のとおりです。
※工事を予定している箇所や時期は変更することがあります。

工事中は、通行
止め・振動・騒
音などでご迷惑
をお掛けします
が、ご理解・ご
協力をお願いし
ます。

下水道工事費〔平成26年度予算額〕　20億5,133万6千円（うち国補助金7億6,425万円）

▲平成26年度工事
予定箇所
小俣町湯田・明
野の各地区の一
部

▲平成26年度工事予定箇所
二見町江の地区の一部　

▲平成26年度工事予定箇所
浦口２・３丁目、二俣１・２丁目、辻久留
１丁目、常磐２・３丁目、宮川２丁目、一
之木３・４丁目、大世古３・４丁目、小木
町、田尻町、船江２・３丁目、勢田町、御
薗町高向・長屋・新開の各地区の一部

　工事を行う沿線の皆さんには、工事を開始する前に工事説明
会を開催します。

お知らせ

五十鈴川

勢
田
川

宮川宮川大橋

宮川橋

度会橋

御薗小

厚生中
浜郷小

伊勢市駅

中島小

宇治山田高
市役所

県伊勢庁舎

二見小

夫婦岩

宮川橋川橋

明野駅

小俣中

明野小

近鉄山田線

凡　　　例

下水道が使用できる区域

今年度に工事を予定している区域

来年度以降に工事を予定している区域
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第58回伊勢市民芸能祭

出演団体 募集 伊勢市文化協会（☎㉒1640）
文化振興課（☎㉒7885）

今年はいろいろな舞台芸能が１日で楽しめる
オープニングフェスティバルも開催します。

募集期間  ５月１日㈭～３１日㈯（当日消印有効）

募集分野 持ち時間 募集分野 持ち時間 募集分野 持ち時間

伝
統

能・狂言
各15分

吟
剣
詩
舞

吟詠

各10分

洋
舞

バレエ

各10分

歌舞伎 剣舞 フラダンス

洋
楽

洋楽器

各10分

詩舞 モダンダンス

合唱

邦
舞

日本舞踊（１人） 5分 フォークダンス

フォークソング 日本舞踊

各10分

ジャズダンス

ハワイアン音楽 民踊 ヒップホップダンス

ロック 新舞踊 レクダンス

そ
の
他

演劇 15分

邦
楽

和楽器

各10分

創作舞踊

マジック

各10分

民謡 ベリーダンス

踊り 箏曲 フラメンコ

殺陣 浪曲、謡曲 タップダンス

落語 予算額〔平成26年度〕　172 万 7千円

を

市民芸能祭の開催概要と募集分野
開催日 ところ 募集分野

①オープニング
　フェスティバル

10月４日㈯ 観光文化会館・大ホール 下表のとおり

②部門別
10月12日・26日、11月２日・９日・
16日・23日・30日（いずれも日曜日）

観光文化会館・大ホール、
生涯学習センターいせトピ
ア・多目的ホール

伝統芸能、邦楽、邦舞、洋楽、
洋舞、その他の舞台芸能（１
団体20分まで）

※①②への重複出演が可能です。
※申し込み多数の場合は、出演をお断りすることがあります。

オープニングフェスティバルの募集分野

応募方法　申込書を、直接または郵送で次のいずれかの申込先へ
申 込 先　・・伊勢市文化協会（〒516-0027 桜木町143、山本麻里方）
　　　　  ・・文化振興課（〒519-0592 小俣町元町540）
　　　　　・・市役所内・教育委員会窓口（〒516-8601 岩渕１丁目7-29）
　　　　   ※詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項・申込書は各申込先にあります。
　　　　　　また、市のホームページに掲載します。

12広報いせ ●平成26年５月１日号



「伊勢あさり漁師飯の焼きおにぎり ひつまぶし風」の
レシピを公開します。

だし汁で
ひつまぶし風に

　今年１月18日に東京・六本木ヒルズで
開催された水産物の料理コンテスト

「F
フィッシュ

ish-1
ワン

グランプリF
ファイナル

INAL」に伊勢湾漁業
協同組合青壮年部が出場し、全国漁業協
同組合連合会会長賞を受賞しました。
　その作品「伊勢あさり漁師飯の焼きお
にぎり ひつまぶし風」のレシピを公開し
ます。
　地元で採れる今が旬のアサリを使って
楽しく料理し、おいしく食べてください。

農林水産課（☎㉒0367）

 【材料】
・米　　　1合
・アサリ（むき身） 100g
※アサリは軽くゆで、口が
　開いた状態でむき身を取
　ると手軽にできます。

・調味料

　  酒　　　大さじ½
　  しょうゆ 大さじ½
　  みりん　大さじ½
　  塩　　　小さじ½

・だし　　適量

・しょうが 適量
・ねぎ　　適量

・青さ混ぜのり 適量
・わさび　　　 適量
・伊勢うどんのたれ 適量

米をとぎ、水切りをしておく。（炊く30分以上前）
アサリはむき身とむき汁に分けて、炊飯器に米、調味料、むき汁だ
けを入れる。だし汁を加えて水を加減し、最後にむき身を入れ、軽
くかき混ぜて炊く。
炊き上がったら、しょうが、刻みねぎを入れてざっくり混ぜる。
炊き上がったご飯でおにぎりを作り、伊勢うどんのたれを付けて焼く。
焼きたてのおにぎりを青さ混ぜのりで包むと、焼きおにぎりの出来
上がり。
お好みで、焼きおにぎりに熱いだし汁をかけ、刻んだ青さ混ぜのり、
ねぎ、わさびを載せるとひつまぶし風の出来上がり。
※青さ混ぜのりの代わりに、一般的なのりを使ってもおいしく食べられ
　ます。

【調理方法】
１.
２.

３.
４.
５.

６.

「Fis
h-1グ

ランプ
リ」

会長賞
受賞レ

シピ

　

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族

を
支
え
る
た
め
に
、
各
構
成
機

関
が
連
携
し
て
、
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
に
つ
い
て
、
問
題
解
決
に
向

け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
に
関
す
る

相
談
や
通
告
に
つ
い
て
も
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

構
成
機
関　

市
役
所
、
児
童
相

談
所
、警
察
署
、教
育
委
員
会
、

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど

こども家庭相談センター
（伊勢市子ども家庭支援ネットワーク事務局）

☎21-5709（相談専用電話）
■緊急時の連絡先
・・三重県児童相談センター ☎059-231-5901
・・伊勢警察署 ☎20-0110

相談窓口

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、気
軽
に
相
談
を
！

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
ど
も
課
内
・
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
６
）
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介護予防

あれ？おや？ほら！と思った時が始め時！

健康課（☎㉗2435）

体の変化に
気付いたら、

　

「
年
齢
を
重
ね
て
も
介
護
を

必
要
と
せ
ず
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
り

た
い
」
と
、
誰
も
が
願
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

伊
勢
市
の
高
齢
化
率（
人
口

に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
の
割

合
）
は
、
平
成
26
年
２
月
末
現

在
で
約
27
・
８
％
と
な
り
、
超

高
齢
社
会
と
言
え
ま
す
。
高
齢

化
率
は
年
々
上
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
と
と
も
に
介
護
保
険
認
定

率
も
上
昇
し
、
介
護
が
必
要
な

状
態（
要
介
護
状
態
）の
人
が
増

え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
大
切

な
こ
と
は
、
一
人
一
人
が
「
介

護
予
防
」
に
取
り
組
む
こ
と
で

す
。
介
護
予
防
と
は
、
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま

た
、
状
態
が
悪
化
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
、
心
身
共
に
活
動
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予

防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分

ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

伊
勢
市
は
超
高
齢
化
社
会
を

  

迎
え
て
い
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
が
介
護
を
必

要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因

を
見
る
と
、「
脳
血
管
疾
患
」

が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
認
知
症
」「
骨
折
・
転

倒
」「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」
が
原

因
で
要
介
護
状
態
に
な
る
人

は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
増
え
て

い
ま
す
。

　

要
介
護
原
因
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
、「
認
知
症
」「
骨
関

節
疾
患
」「
骨
折
・
転
倒
」「
高
齢

に
よ
る
衰
弱
」
は
、
生
活
が
不

   

要
介
護
状
態
の
原
因
と
な
る

   「
生
活
不
活
発
病
」

活
発
な
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る

こ
と
が
多
く
、「
生
活
不
活
発

病
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

・・
階
段
を
昇
る
時
、
手
す
り
や

壁
に
つ
か
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

・・
体
重
が
減
少
し
て
き
た

・・
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

よ
う
に
な
っ
た

・・
昨
年
と
比
べ
て
外
出
の
回
数

が
減
っ
た

・・
気
分
が
落
ち
込
み
、
楽
し
め

な
く
な
っ
た　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
思
い
当

た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

「
年
の
せ
い
」
と
思
い
が
ち

な
い
ろ
い
ろ
な
動
作
の
不
自
由

さ
や
、「
衰
え
た
な
あ
」
と
思

う
こ
と
が
、
実
は
生
活
不
活
発

病
の
サ
イ
ン
で
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
イ
ン
に
早
く
気

付
き
、
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

  

生
活
不
活
発
病
の
サ
イ
ン
に

  

気
付
き
ま
し
ょ
う

　

生
活
不
活
発
病
を
予
防
し
た

り
、
改
善
し
た
り
す
る
た
め
に

は
、
生
き
が
い
の
あ
る
活
発
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

伊
勢
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
し

て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。（
左

ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、

今
年
度
に
70
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

を
対
象
に
、
生
き
生
き
生
活
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
送
付

と
、
実
践
の
た
め
の
教
室
を
企

画
中
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
　

   

生
活
不
活
発
病
を

　
　

   

予
防
し
ま
し
ょ
う

脳血管疾患
40.0％

65～
 74 歳

75歳
以上

脳血管疾患
16.6％

認知症
17.1％
認知症
17.1％
認知症
17.1％

骨関節疾患
11.7％
骨関節疾患
11.7％
骨関節疾患
11.7％

高齢による衰弱
16.6％

高齢による衰弱
16.6％

高齢による衰弱
16.6％

その他
26.9％

骨折・転倒
11.1％

認知症
8.1％
認知症
8.1％
認知症
8.1％

その他
34.9％

骨関節疾患
7.6％

骨折・転倒
7.5％

介護が必要になった原因（65歳以上：年代区分別）
年齢とともに増える生活不活発病

出典：平成22年国民生活基礎調査（厚生労働省）

高齢による衰弱
1.9％

生活不活発病生活不活発病生活不活発病

 始めましょう！
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平成26年度　介護予防事業
事業名 内容 実施予定

特別講演会
「笑いと健康（仮称）」

「笑いと健康」をテーマに、日本笑いの学会（三重支部）から講
師を招き、講話と笑いヨガなどを実施 ９月５日㈮

介護予防講演会
「膝・関節疾患」「認知症予防」などをテーマとした介護予防に
ついての講話（全３回） ６月、10月、１月

脳活性化教室
認知症予防のための脳刺激体験、脳機能検査など
（２日間コースとじっくりコースがあります） ５～８月、９～１月

脳いきいき音楽講座
認知症予防のための音楽療法体験（２回コース）

５～６月、８～９月

転倒骨折予防教室
転びにくい体づくりのためのストレッチ、筋力トレーニングな
ど（12回コース）

９～12月、１～２月

高齢者運動教室
音楽に合わせた楽しい体操、足腰の筋力をつけるための運動習
慣づくり（5回コース） ７～８月、２～３月

※日程および詳しい内容については、「広報いせ」でお知らせします。

対象：65歳以上の人

　認知症の中には、毎日の生活の仕方を改善することによって予防し、進行を防ぐことができるも

のもあります。みんなで楽しく脳を生き生きさせるこつを学びましょう。

認知症を楽しく予防しましょう！ 
「脳活性化教室」「脳いきいき音楽講座」

■コース・とき　
　①なるほど！凝縮の2日間コース（生活に生かせ
　　るポイントを凝縮してお伝えします）…５月19
　　日㈪・26日㈪、午後１時30分～３時30分
　②なるほど！じっくり体験コース（みんなで楽し

　　くさまざまな体験をします）…６月２日・９日・

　　23日・７月７日・28日・８月４日・18日（い
　　ずれも月曜日）、午後１時30分～３時30分
■ところ　中央保健センター
■対　象　市内在住の65歳以上の人
■内　容　脳のイキイキ度チェック、脳を活性化す
　　　　　る楽しい体験

■定　員　①25人、②30人（いずれも先着順）
■持ち物　眼鏡（必要な人）
■申し込み　５月１日㈭・午前８時30分から、電話
　　　　　またはファクスで健康課（FAX㉑0683）へ
※申し込みは①②のいずれかのみ。

脳活性化教室

　懐かしい歌を歌ったり、楽器を使ったりして、み

んなで楽しみながら脳を刺激し、認知症予防につい

て学びます。

■と　き　5月29日㈭・６月16日㈪、
　　　　　午後１時30分～３時
■ところ　二見老人福祉センター
■対　象　市内在住の65歳以上の人で、２日とも
　　　　　参加できる人　

■内　容　認知症についての講話、
　　　　　認知症予防のための音楽療法　　　　

■講　師　伊沢径世さん、尾崎尚美さん(音楽療法士)
■定　員　50人程度(先着順)
■申し込み　５月１日㈭・午前８時30分から、電話
　　　　　またはファクスで健康課（FAX㉑0683）へ

脳いきいき音楽講座

参加者募集

対象：65歳以上の人

対象：65歳以上の人

対象：65歳以上の人

対象：70歳以上の人

対象：70歳以上の人
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伊
勢
市
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
内
12
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
、
各
種
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
な
ど
、
日
頃
の
訪
問
・
相
談
活
動
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
困
っ
た
と
き
に
市
民
と

行
政
や
関
係
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
し
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
い
つ
も
地
域
の
皆

さ
ん
の
そ
ば
に
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

各地区の民生委員・児童委員の活動の紹介　
五十鈴地区（32人）

　五十鈴地区は、商業地域から農村地域まで含み、

団地開発などの影響もあり年齢構成もさまざまで

す。大規模地震時の被災想定も異なり、地域の課

題は多岐にわたります。

　訪問や見守り活動を通じ、高齢者を対象とした

詐欺や孤立死の防止、子どもの見守りや子育て支

援、地震発生時の支援などを中心に、まちづくり

協議会とタイアップして、地域の見守り役・パイ

プ役として活動しています。

小俣地区（46人）

　私たちは、日々、地域の方たちとの触れ合いを

大切にして活動しています。高齢者との「ふれあ

い食事会」や、毎月第１月曜日を基本に朝の小・

中学校校門での「あいさつ運動」、障がいのある

方との交流など、身近な所での活動を心掛けてい

ます。

　交流・活動を通じて私たちへの要望を聞き、知

識を深め、日常の活動に生かすよう努めています。

北浜地区（12人）

　北浜は海辺に面したのどかな田園地域です。少

子化の真っただ中にあり、小・中学校とも統合・

移転の話が進行中です。

　年に一度、75歳以上の高齢者を招き、「民生委
員との楽しいひととき」を開催しています。まる

で高齢者の同窓会のようになり、参加する皆さん

に大変喜ばれています。

　これからも地域の皆さんと共に歩んでいきます。

城田地区（14人）

　今回の改選で半数の委員が交代し、フレッシュ

な体制になりました。

　本年は、今までの活動に加え、子どもたちの成

長を支援する活動にも重点を置き、いじめ、虐待、

不審者の出没などとは無縁な地域にしたいと思い

ます。まちづくり協議会も設立され、力を合わせ

て活動していきます。

倉田山地区（35人）

　「人間一人では生きていけない」というのは、

よく聞く言葉です。私たちは人と人をつなぎ、よ

り良く生活ができるようにとの思いで活動してい

ます。

　訪問活動や、子育て中のお母さんのサポート、

児童・生徒の見守り、高齢者や障がい者介護施設

での祭りの支援、ボランティア活動などを通じ、

「つながることの幸せ」を感じ、地域の皆さんが

ハッピーであってほしいと願っています。

厚生地区（22人）

　年５回の一人暮らし高齢者との「厚生ふれあい

食事会」のほか、小・中学校と連携した活動とし

て、今年で24回を数える厚生小３年生との交流会
や下校時のパトロールに取り組んでいます。

　また、全員が厚生まちづくりの会の委員になり、

会が主催する「厚生ふれあい祭り」や三世代交流

行事などを通じて、地域の方々との交流を図って

います。

5月12日は
「民生委員・児童委員の日」

あなたのそばで
住むまちで
あなたに寄り添い
活動します
福祉総務課内・伊勢市民生委員児童委員
協議会連合会（☎㉑5557）
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豊浜地区（12人）

　９年前からサロンをお手伝いし、60歳代から90
歳代と、幅広い年齢層から常時20人程度が集いま
す。自治会もチラシを作り協力してくれます。

　公民館では体操・カラオケ・おしゃべりを、野

外では花見・グラウンドゴルフなどをしています。

　サロンの「よもやま話」の中で情報を聞き、日

頃の活動に生かすよう心掛けています。

南部地区（20人）

　担当する学区が、沼木中・宮川中・厚生中と大

変広いのが特徴です。宅地開発が進み、昔の面影

がなくなった地域や、過疎化が進行している地域

では、高齢者の買い物、病院への交通手段の問題

が深刻化しています。

　広報紙「絆」を通じて、住民の方々の悩みに少

しでも役に立てればと努力しています。地域の問

題を話し合い、地域の各団体と連携して、福祉の

充実を目指して活動しています。

二見地区（22人）

　昨年、二見小学校のゲストティーチャーとして、

６年生の社会科授業で民生委員・児童委員の活動

を話しました。

　独居老人を見守り、その方が急死した際には遠

方の親戚に訃報を伝えたことや、不登校の生徒の

心に寄り添い高校へ送り出したエピソードに、子

どもたちは熱心に耳を傾けてくれました。その時

にもらった感想文は、今、私たちが活動を続ける

エネルギーの源です。

港地区（28人）

　当地区協議会は、大湊・浜郷・神社の港中学校

区を担当しています。

　地域内の老人福祉施設が開催する新春まつり・

夏まつり・餅つき大会など、四季折々のイベント

に参加し、にわかに習い覚えた「長生きサンバ」

で会を盛り上げたり、綿菓子作り、金魚すくいを

お手伝いして、皆さんと共に楽しみ、喜んでもら

っています。これらが「生きがい」の一つにつな

がればと思っています。

宮川地区（25人）

　私たちは、特別養護老人ホームの神路園と白百

合園に初釜慰問をしています。この行事は20数年
続いていて、大変喜ばれています。

　慰問の際には、琴修会の皆さんによる大正琴演

奏や、富美の会の皆さんによる日本舞踊などが行

われています。民生委員・児童委員は、司会進行

を務めるとともに、皆さんに抹茶と和菓子で正月

気分を味わってもらっています。施設では、この

行事が終わって正月が終わるそうです。

主任児童委員

　主任児童委員は、児童福祉に関することを専門

に担当する民生委員・児童委員です。日頃は「こ

んにちは赤ちゃん」事業に取り組み、子育てを応

援しています。

　これまで、市内全小学校を訪問し、現在は中学

校を訪問しています。また、教育委員会、南勢少

年サポートセンター、児童相談所などの関係機関

と連携したり、講師を招いた勉強会を行ったりし

ています。

平成24年度活動報告まとめ

内容別相談・
支援件数

調査・実態把握 3,863 件
行事・事業・会議への参加
協力 8,800 件

地域福祉活動・自主活動 16,003 件
民児協運営・研修 8,707 件
証明事務 947件
要保護児童の発見の通告・
仲介 40件

訪問活動件数 訪問・連絡活動 31,905 件
その他 12,548 件

連絡調整回数 委員相互 21,399 件
その他の関係機関 9,877 件

分野別相談・
支援件数

高齢者に関すること 4,458 件
障がい者に関すること 1,425 件
子どもに関すること 5,244 件
その他 1,327 件

御薗地区（23人）

　私たちは、高齢者・児童・障がい者部会をつく

り活動しています。

　障がい者部会は、平成24 年４月に地域の皆さ
んとの関わりを深めることを目的に立ち上げ、御

薗しらぎく園と、利用者との調理実習、高齢者宅

の訪問を兼ねた古紙回収、外出時の同行支援など

の活動を通じて交流しています。
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/

第58号
本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

と
き　
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日
㈰
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前
９
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〜
午
後
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ー
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ト
、
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・・
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車
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す
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屋
台
コ
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、
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が
い
者
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設
に
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る
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主
製
品

販
売
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ど

問
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合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協

議
会
二
見
支
所
内
・
ふ
れ
あ
い

広
場
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
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５
５
５
１
）

第
18
回
ふ
れ
あ
い
広
場

〜
広
げ
よ
う
！
つ
な
げ
よ
う
！

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ル
ド
〜

　

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

が
、
今
年
も
５
月
１
日
か
ら
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害

救
護
、
国
際
活
動
、
医
療
活
動

と
看
護
師
養
成
、
血
液
事
業
、

奉
仕
団
、
青
少
年
赤
十
字
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

伊
勢
市
地
区
で
は
、
火
災
や
水

害
な
ど
の
災
害
に
よ
る
罹
災
者

へ
配
布
す
る
災
害
救
援
物
資
の

備
蓄
や
各
種
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
皆
さ

ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
資
金
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

平成25年度 災害支援および講習会開催状況
種類 件数 毛布 タオルケット 緊急セット
全焼 ７件 18件 ２枚 ７個

半焼 ̶ ̶ ̶ ̶

床上浸水 ５件 ̶ ̶ ５個

種類 開催回数
救急（ＡＥＤ）講習会 31回

健康生活支援講習会 ４回

災害時の高齢者支援講習会 11回

幼児安全法支援短期講習会 ４回

平成26年度赤十字講習会
　下表のとおり、講習会および研修会を開催します。

対象　15 歳以上の健康な人
問い合わせ先　日本赤十字社三重県支部（☎059・227・4145、FAX059・227・6245）

平成26年度赤十字講習会
講習名・研修名 とき ところ

救急法基礎講習・救急法救急員養成講習会
5月 25日㈰・31日㈯・6月 1日㈰
9:00 ～ 17:00 伊勢赤十字病院

幼児安全法支援員養成講習会
6月 21日㈯・22日㈰・28日㈯
10:00 ～ 15:00

伊勢赤十字老人保健施設
「虹の苑」

健康生活支援員養成講習会
9月 6日㈯・7日㈰・13日㈯
10:00 ～ 15:00

伊勢赤十字老人保健施設
「虹の苑」

資格継続研修会（救急法救急員） 5月 24日㈯、13:00 ～ 17:00 伊勢赤十字病院

資格継続研修会（水上安全法救助員） 6月 29日㈰、13:00 ～ 17:00 伊勢スイミングスクール
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地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
配
分
金
を
活
用
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次

の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・・
福
祉
団
体
活
動
助
成
事
業

・・
福
祉
施
設
等
活
動
助
成
事
業

・・
三
世
代
交
流
助
成
事
業

・・
地
域
見
守
り
活
動
事
業　

・・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

・・
宅
老
所
助
成
事
業

・・
高
齢
者
乳
酸
菌
飲
料
等
宅
配

　

サ
ー
ビ
ス

・・
こ
ど
も
会
等
行
事
助
成
事
業

・・
児
童
公
園
遊
具
等
整
備
助
成

　

事
業

地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン活動紹介
親子サロン

＜主な活動場所＞
新婦人伊勢支部事務所・2階

＜主な活動場所＞
二見老人福祉センター

ボランティア  活動紹介

朗読の秋
こ す も す か い

桜会
＜活動内容＞

　定期的に勉強会を行い、高齢者福祉施設や

学童保育施設で朗読を披露しています。

＜活動のきっかけ＞

　朗読の講座に参加していたメンバーが中心と

なり、継続して活動をしていこうと3年前に発足
しました。

＜活動していて良かったこと＞

　正しい日本語の発音や朗読力を学び、幅広く

たくさんの本を読めることと、朗読ボランティ

ア活動を通じ

て皆さんに喜

んでいただけ

ることです。

渚の会
　毎月第３水曜日に開催し

ています。カラオケや、講

師を招いての健康体操、

講話など内容も盛りだくさ

んです。皆さん積極的に参

加され、元気いっぱい、

笑顔いっぱいのサロンです。

　平成25年６月から、サ
ロンとして活動を始めま

した。月1回、絵本や紙
芝居の読み聞かせのほ

か、調理実習なども行っ

ています。おしゃべりを

したり、一緒に遊んだり

して、親子で交流を深め

ています。

  

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業

平
成
26
年
度

各
種
助
成
事
業
の
案
内

前田八重子…お手玉20個、財団法人
吉田福祉基金…マイチルト車いす、う
ぐいす台鶯声会…ゴキブリ団子５箱

【寄付をいただいた皆さま】
（順不同、敬称略）

ありがとうございました
平成26年２月16日～３月15日

市負担金〔平成26年度予算額〕
１億 13万４千円
（運営・福祉ボランティア育成負担金）

共同募金配分金の申請を受け付けます
対象施設・団体
　・　・社会福祉法第２条第２項および第３項（第13号を除く）に規定する施設
　・　・更正保護事業法に規定する更正保護法人

　・　・その他、社会福祉法人三重県共同募金会が特に必要と認めた施設および団体

申請対象事業および配分額　

申請区分 施設 障がい者
小規模作業所 団体 県域団体

工事 50万円 50万円 50万円 50万円

備品 30万円 30万円 30万円 30万円

その他の事業 30万円 15万円 30万円 50万円

申請　５月１日㈭～31日㈯に、社会福祉協議会へ
問い合わせ先　社会福祉法人三重県共同募金会（☎059・226・2605、FAX059・221・0044）
※申請書は、各市町の社会福祉協議会にあります。また、三重県共同募金会のホームページ（ http://miewel.
　or.jp/bokin/index.html）に掲載しています。
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伊勢図書館 小俣図書館

 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ
※５月17日㈯のおはなし会は「おはなし会スペシャル」
となります。

 おはなし会スペシャル
 おはなしプーさんの絵本バイキング
時５月17日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内たくさんの絵本の中から読んでほし
　い本を選んでいただき、リクエスト
　の多い絵本を読むおはなし会です
　（詳しいことは当日のお楽しみ）
※はなてらすちゃんもやって来ます。

 あかちゃんえほんのじかん
時５月22日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介、読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時５月11日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「オフサイド・ガールズ」（字幕付き、92分）

 ふるさと文庫講演会
 伊勢のもの学びパート6
 「伊勢の大神宮－125宮社の歴史を考える」
時５月～平成27年１月（11月を除く）の毎月第４土曜
日、午後２時～（全８回）

※開催日を変更する月があります。
所２階・視聴覚室
内今年から12年をかけて、12別宮の遷宮と、83摂社・
末社・所管社の20年修造・40年造替が始まるのを機
に、大神宮を構成する125宮社の歴史について考え
ます（講師：岡田登さん〔皇學館大学文学部教授〕）

定 70人（先着順）
申５月１日㈭から、直接・電話・ファクスで同館へ

 施設抽選会（７～９月分）
時５月２日㈮、午前10時～（受け付けは午前9時50分～）
所２階・視聴覚室

時とき　所ところ　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み

☎㉑ 0077
FAX ㉑ 0078

指定管理委託料  1億 2,445万８千円（平成26年度）
入館者数  49万 904人（平成24年度）

☎㉙ 3900
FAX㉙ 3902

図書館 行こう！へ

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　５月８日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　５月10日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居　５月18日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

 上映会
時５月17日㈯、午後2時～
所２階・視聴覚室
内「風光る剣」（邦画、134分）

 図書館おはなし会＆工作
時５月24日㈯、午後3時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内お話の後、折り紙であじさいを作ります

 たべものおりがみでピクニック
時５月25日㈰、午後2時～
所２階・会議室
対小学生以下の子どもと保護者
内折り紙で、おにぎりやタコウインナーなどを折って、
お弁当を作ります。楽しくお出掛けしたくなる絵本
の読み聞かせもあるよ！

定 10組（先着順）
申５月３日㈷・午前９時から、直接・電話で同館へ

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

４月23日～5月12日は「こどもの読書週間」

はなてらすちゃん
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

　

い
せ
ト
ピ
ア
で
は
、
希
望
す

る
地
域
に
講
師
を
派
遣
す
る
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
講

師
を
お
願
い
し
た
い
」「
私
の
町

の
公
民
館
で
○
○
講
座
を
開
講

し
た
い
」
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
講
師
料
は
、
い
せ
ト
ピ

ア
が
負
担
し
ま
す
。

※
内
容
に
よ
っ
て
は
希
望
に
添

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

い
せ
ト
ピ
ア
が
行
う
各
種
生

涯
学
習
講
座
の
講
師
は
、原
則
、

「
伊
勢
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン

ク
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
希

望
す
る
人
は
、
随
時
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
せ
ト

ピ
ア
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連

絡
後
、面
談
日
を
決
定
し
ま
す
。

※
こ
の
募
集
は
新
規
登
録
者
の

募
集
で
す
。
す
で
に
登
録
し
て

い
る
人
に
つ
い
て
は
、
更
新
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

 　

 

人
材
バ
ン
ク

　

 　

 

登
録
者
を
募
集

応
募
条
件

・・
営
利
目
的
で
な
い
こ
と

・・
会
場
費（
施
設
使
用
料
・
冷

暖
房
費
な
ど
）
は
自
治
会
な
ど

で
負
担
し
て
く
だ
さ
い

・・
５
回
以
上
の
講
座
の
場
合
、

受
講
料
を
１
人
１
０
０
０
円
徴

収
し
ま
す（
受
講
者
数
は
10
〜

20
人
程
度
、回
数
は
８
回
ま
で
）

・・
講
座
の
募
集
事
務
は
自
治
会

な
ど
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

 

身
近
な
場
所
で
生
涯
学
習

 

〜
皆
さ
ん
の
ま
ち
に

　
　

 　

講
師
を
派
遣
し
ま
す
〜

指定管理委託料〔平成26年度〕 7,611 万 5千円
利用者数〔平成24年度〕 約 17万 4千人

伊勢市行政チャンネル

広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報
を、リポーターの進行により担当職員
の解説を交えながらお伝えします。
5/1～31　市民の命を守る！津波避
難施設の整備（16日からは文字解説
付き）

放送時間　午前６時・8時・11 時・
午後1時・4時・6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成26年度〕
2,523 万 4千円

アイティービーコミュニティチャンネル
 ㈱ ZTV伊勢放送局（☎0120・270・089）

アイティービートピックス
 ・ ・月 ･水・金曜日の午前7時に更新し、
　奇数時間の0分から放送します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをま
　とめてお伝えします。
※４月 28 日㈪～５月４日㈷は、アイ
　ティービートピックスの放送はあり
　ません。

企画番組（内容が更新される週を掲
載しています）

5/5 ～ 11 伊勢 美し国から①、もっ
と！水の惑星紀行、横井三千のお店に
Go ！、Z － NAVIGATION ①、地域百
景①、恋舞妓の京都慕情Ⅲ①、歴史街道
①　5/12 ～ 18 皇學館大学TV、ナナ
ちゃんのお店紹介、ふるさとめぐり逢い
①、まるごとネット①、THE MAKING①、
おしえて先生①、近場ぐるっと FOOD
ハンター　5/19 ～ 25 年寄万歳～百歳
になったら～、ひよこくらぶ、宮川イン
フォメーション、伊勢 美し国から②、Z
－NAVIGATION②、地域百景②、恋舞
妓の京都慕情Ⅲ②、歴史街道②　5/26
～ 6/1 ぐるぐるグルメ、８ミリフィル
ムに残る風景、ふるさとめぐり逢い②、
まるごとネット②、THE MAKING②、
おしえて先生②、この店行っとこ！

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団
体・ボランティア団体の情報などを
お伝えします。（毎週土曜日更新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午
後 2 時・5 時・7 時・10 時・翌日午
前0時～

ケーブルテレビ番組案内

けーぶるにっぽん （30分番組）
■雪国の絆 ほだれ祭
　〔制作：㈱ エヌ・シィ・ティ〕
　過疎化が進行する中、「ご縁を大切に
する心」が、全国で忘れかけていた絆
の温かさを伝えます。
放送日時　５月10日㈯・11日㈰・17
日㈯・18日㈰、午後４時30分～・10
時 30分～
 ■継承される発酵の知恵と技
　〔制作： ㈱広域高速ネット二九六〕　
　酒蔵の当主・寺田優さんを通じ、町
にあふれる“発酵”の魅力を記録します。
放送日時　5月 24日㈯・25日㈰・31
日㈯、午後4時30分～・10時30分～

生中継「多度大社例祭 上げ馬神事」 
　多度大社より「上げ馬神事」を生中
継します。騎手が花笠武者姿で馬を駆
け、約２ｍもの絶壁を飛び昇る姿は圧
巻です。
放送日時　５月５日㈷、午後１時 30
分～４時

春のダイジェスト放送
　４月 28日㈪～５月４日㈷は、春の
ダイジェスト放送をお送りします。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
26
年
度
分
で
す
。

と
き　

５
月
30
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

種
類
・
対
象
年
齢　

下
表
の
と

お
り

※
接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
が
対
象
で
す
。

実
施
場
所　

県
内
の
実
施
医
療

機
関

接
種
費
用　

無
料

持
ち
物　

予
診
票
、
母
子
健
康

手
帳
、
健
康
保
険
証

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ（
要
予
約
）

※
母
子
健
康
手
帳
の
提
示
が
な

い
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
が
配
布
し
た
冊
子
「
予
防

定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

予
算
額　
約
36
万
５
千
円（
16
回
分
）

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
な
ど

を
よ
く
読
み
、
予
防
接
種
の
必

要
性
・
注
意
点
・
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
理
解
し
て
か
ら
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
が

な
い
場
合
は
、
健
康
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要

と
す
る
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

あ
り
、
定
期
予
防
接
種
を
接
種

で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

人
に
は
、
無
料
接
種
の
機
会
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

定期予防接種の種類と対象年齢

対象年齢

BCG １歳未満（接種が望ましい年齢は生後 5カ月～ 8カ月）

四種混合
（三種混合〔DPT〕＋不活化ポリオ）

（１期）３カ月～ 90カ月未満
※三種混合（DPT）と不活化ポリオを別々に接種する場合もあります。

二種混合（DT） （２期）11歳～ 13歳未満

麻しん風しん（MR）
（１期）１歳～２歳未満

（２期）小学校就学前の１年間にある人
        （平成 20年４月２日～平成 21年４月１日生まれ）

日本脳炎

（１期）６カ月～ 90カ月未満（接種が望ましい年齢は３歳～４歳）
（２期）９歳～ 13歳未満
※平成７年４月２日～平成 19年４月１日生まれの人は、１期・２期と
　もに 20歳未満まで未接種分が接種可能です。
※平成 19年４月２日～平成 21年 10月１日生まれの人は、１期未接種
　分を２期の年齢で接種可能です。

ヒブ、小児用肺炎球菌 ２カ月～５歳未満

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防）

小学６年生～高校１年生相当（平成 10年４月２日～平成 15年４月１
日生まれ）の女子（接種が望ましい年齢は中学１年生相当）
※現在、副反応について国が調査中のため、積極的に接種するように勧
　めることは見合わせています。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

効
果
を
実
感
し
、
楽
し
み
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

皇
學
館
大
学
と
の
共
同
で
、
市

内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

運
動
効
果
の
検
証
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
証
を
行
っ
た
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
活
用
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。「
み
ん

な
笑
顔 

伊
勢
の
元
気
人
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
楽
し

く
歩
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習

慣
化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
集
合
場
所　

下
表
の
と

お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人
で
、
ス

マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
の
参

加
経
験
が
な
く
、
全
日
程
に
参

加
で
き
る
人

講
師　

小
木
曽
一
之
さ
ん（
皇

學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）

※
皇
學
館
大
学
の
学
生
も
一
緒

に
歩
き
ま
す
。

内
容　

市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

健
康
文
化
都
市
推
進
事
業

ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

歩
き
方
の
講
習
、
体
力
測
定

※
雨
天
時
は
、
第
１
・
６
回
は

室
内
運
動
、
第
２
〜
５
回
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

定
員　

60
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

歩
数
計（
持
っ
て
い
る
人
）、
保

スマイルウォーキング

とき 集合場所

※時間はいずれも2時間～
　２時間30分程度です。
※第２～５回は、中央保
　健センターから集合場
　所までの送迎バスが利
　用できます。詳しくは、
　第１回目にお知らせし
　ます。

第１回  ５月30日㈮、9:00～ 中央保健センター

第２回  ６月13日㈮、8:00～ ハートプラザみその

第３回  ９月26日㈮、8:00～ 小俣総合体育館

第４回 10月31日㈮、9:30～ 二見公民館

第５回 11月28日㈮、9:30～ 県営サンアリーナ

第６回  １月11日㈰、9:00～ 中央保健センター

険
代
１
回
に
つ
き
20
円
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

　

市
の
乳
が
ん
検
診
は
、
医
療

機
関
で
の
検
診
と
集
団
バ
ス
で

の
検
診
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
検
診
は
、
今

年
も
40
〜
69
歳
の
人
を
対
象
に

７
〜
11
月
に
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、「
広
報
い
せ
」
７
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

集
団
バ
ス
で
の
検
診
は
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

30
歳
以
上
の
人

※
受
診
で
き
る
の
は
、
１
年
度

に
つ
き
１
回
の
み
で
す
。

検
診
内
容　

乳
が
ん
検
診（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

定
員　

各
日
午
前
45
人
・
午
後

50
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

料
金　

１
３
０
０
円（
70
歳
以

上
の
人
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康

手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）

申
し
込
み　

５
月
20
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
必
要

事
項（
左
表
参
照
）を
記
入
し
、

は
が
き
・
FAX
で
健
康
課（
〒
516

－

0076
八
日
市
場
町
13

－

１
）へ
、

ま
た
は
健
康
課
・
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
へ
来
所

※
受
診
の
可
否
は
、
６
月
中
に

送
付
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、妊
娠
中
・

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
母

乳
が
少
し
で
も
出
て
い
る
人

は
、受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
12
月
〜
平
成
27
年
３
月
に
、

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、「
広
報
い
せ
」
10
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

乳がん検診
検診日 実施場所

 ７月  ７日㈪ 中央保健センター

 ７月 17日㈭ ハートプラザみその

 ８月 18日㈪ 中央保健センター

 ８月 19日㈫ 小俣保健センター

 ８月 25日㈪ 中央保健センター

 ９月  １日㈪ 中央保健センター

 ９月 12日㈮ ハートプラザみその

10月 22日㈬ ハートプラザみその

10月 27日㈪ 小俣保健センター

11月 10日㈪ 中央保健センター

11月 11日㈫ 二見老人福祉センター

受付時間　午前の部：10:00 ～ 11:00
　　　　　午後の部：13:00 ～ 14:30

乳がん検診申し込み
①検診日時

　第１希望　■月■日・午前

　第２希望　■月■日・午後

　第３希望　■月■日・午後

②住所　　　岩渕■丁目■－■

③氏名　　　伊勢　花子

④生年月日　昭和■■年■月■日

⑤昼間の連絡先　090- ■■■■ -■■■■

※午前・午後も必ず記入してください。

はがき・ファクスの記入事項（見本）

集
団
バ
ス
で
の
乳
が
ん
検
診

23 広報いせ ●平成26年５月１日号



　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の

約
半
数
を
、
骨
関
節
疾
患
や
認

知
症
な
ど
の
生
活
不
活
発
病
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
不
活
発
病
を
防
ぎ
、
い

つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
、
実
践
を
交
え
て
お

伝
え
し
ま
す
。

と
き　

応
相
談

と
こ
ろ　

市
内
の
公
民
館
・
集

会
所
な
ど（
応
相
談
）

対
象　

市
内
各
地
域
で
、
65
歳

以
上
の
人
が
10
人
以
上
で
参

加
・
活
動
し
て
い
る
団
体(

今

年
度
、
す
こ
や
か
教
室
に
応
募

し
た
老
人
ク
ラ
ブ
は
対
象
外)

内
容　

保
健
師
に
よ
る
介
護
予

防
に
関
す
る
講
話
と
実
技(

約

２
時
間)

定
員　

５
団
体（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

出
張
す
こ
や
か
教
室

〜
み
ん
な
で
楽
し
く
介
護
予
防
〜

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

春
の
行
楽
弁
当

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、マ
ス
ク
、

三
角
巾

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前（
閉
庁
日
の
場
合
は
、
そ
の

前
開
庁
日
）
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

５月 13日㈫ 小俣保健センター

各 30人

５月 15日㈭ 福祉健康センター

５月 16日㈮ ハートプラザみその

５月 17日㈯ 福祉健康センター

５月 24日㈯ 西コミュニティセンター

※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　
33
万
円（
60
回
分
）

　

同
じ
病
気
の
人
の
話
を
聞
い

た
り
、
お
互
い
の
悩
み
を
話
し

合
っ
た
り
し
ま
す
。

①
伊
勢
サ
ロ
ン

と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

え
に
し
の
家（
御
薗

町
高
向
９
２
７
）

②
伊
勢
サ
ロ
ン
パ
ー
ト
２

と
き　

５
月
29
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ

ー
・
１
階
健
康
づ
く
り
広
場

共
通

対
象　

が
ん
患
者
・
家
族
な
ど

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

三
重
県
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
５

９
・
２
２
３
・
１
６
１
６
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

が
ん
患
者
と
家
族
の
方
の

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
in
伊
勢

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

　

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
！

　

詐
欺
の
手
口
は
、日
々
変
化
・

巧
妙
化
し
て
お
り
、
あ
る
日
突

然
、
犯
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

「
警
察
で
す
。
犯
人
グ
ル
ー

プ
を
捕
ま
え
た
ら
、
あ
な
た
の

通
帳
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

預
金
が
危
な
い
の
で
、
銀
行
協

会
が
お
金
を
預
か
り
ま
す
」
な

ど
、
警
察
官
な
ど
を
装
う
電
話

を
か
け
、
現
金
を
自
宅
へ
取
り

に
来
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
な

ど
で
郵
送
さ
せ
た
り
す
る
手
口

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
で
久

し
ぶ
り
に
家
族
が
そ
ろ
う
と
き

な
ど
に
声
を
掛
け
合
い
、
次
の

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・・
不
審
な
電
話
が
あ
れ
ば
必
ず

相
談
す
る

・・
家
族
し
か
知
ら
な
い
「
合
言

葉
」
を
決
め
て
お
く

　

「
私
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い

う
気
持
ち
が
危
険
で
す
。
家
族

や
地
域
の
絆
で
、
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

警察です。
お金を
預かります。
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■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■医療関係者による電話相談（子どもの急な病気や事故・薬）
　相談時間　毎日、19:30 ～ 翌日 8:00
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 2,092 万 8千円（うち診療所収入・他町分担金 9,521 万 6千円）

主な相談など

予算額　子育て相談（85回分）322万 2千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）98万 7千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

５月  ９日㈮ 10:00 ～ 11:30 宮本地区コミュニティセンター ５月  ７日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

５月 13 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
５月  ８日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

13:30 ～ 15:00 ５月 15 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

５月 20 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
５月 28 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

13:30 ～ 15:00 ③エイズ検査
５月 23 日㈮ 10:00 ～ 11:30 大湊地区コミュニティセンター 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）
５月 27 日㈫

 ９:30～ 11:00
小俣保健センター

第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

５月 22日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

診療
科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30～22:00 内科医１人体制

日曜日・祝日

10:00～12:00 小児科は5月11日は
休診13:00～17:00

19:30～22:00 ―

歯科 日曜日・祝日
10:00～12:00

―
13:00～17:00

内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）

※小児科の休診日に受診を希望するときは、救急医療情報センターへ問い合わせてください。また、夜まで待てるときは、夜間応
　急診療を受診してください。

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び

 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

　

風
が
心
地
良
い
季
節
と
な
り
、

車
で
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
車
に
乗
る
と
き
は
、

全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
、
子
ど
も
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
に
座
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

人
が
両
手
・
両
足
で
支
え
ら

れ
る
衝
撃
の
強
さ
は
体
重
の
約

２
〜
３
倍
に
す
ぎ
ず
、
衝
突
速

度
で
わ
ず
か
時
速
７
㎞
ま
で
で

す
。
時
速
40
㎞
で
衝
突
し
た
場

合
の
衝
撃
力
は
体
重
の
約
30
倍

に
も
及
び
、
人
の
手
足
で
支
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
エ
ア
バ
ッ
グ
は
補
助

的
な
拘
束
装
置
で
あ
り
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
併
用
し
て
初
め
て

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
交
通

法
規
を
守
り
、
交
通
標
識
・
道

路
標
示
に
従
っ
て
交
通
事
故
防

止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

三
重
県
警
察
官
を
募
集

　

三
重
県
警
察
で
は
、
警
察
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
伊
勢
警
察
署
警
務
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

三重県警察官採用試験
試験名 受験資格 備考

警察官A

昭和 57年４月２日以降に生まれた人で、次のい
ずれかに該当する人
①大学（短期大学を除く）を卒業した人、または
　平成 27 年３月 31 日までに大学を卒業見込み
　の人
②三重県人事委員会が①と同等と認める人

受験案内・申込書配布開始日
　７月４日㈮
受付期間
　７月 25日㈮～８月 25日㈪
第１次試験日
　警察官Ａ…９月 20日㈯・21日㈰
　警察官Ｂ…９月 21日㈰
採用予定年月
　平成 27年４月

警察官 B 昭和 57年４月２日～平成９年４月１日に生まれ
た人で、警察官Aの要件に該当しない人
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

試
験
区
分　

①
平
成
27
年
４
月

採
用
、
②
平
成
26
年
度
随
時
採

用受
験
資
格　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人

・・
①
は
薬
剤
師
免
許
を
有
す
る

人
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
に
卒

業
し
免
許
取
得
見
込
み
の
人
、

②
は
薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
人

・・
宿
日
直
勤
務
が
で
き
る
人

・・
地
方
公
務
員
法
の
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

は
、
永
住
権
ま
た
は
特
別
永
住

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
室

（
☎
63
９
０
５
３
）

伊
勢
総
合
病
院

薬
剤
師
を
募
集

　

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
経
験
や
特
技
・
技
能
を
生

か
し
て
、市
内
の
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
で
教
育
活
動
を
支
援
し

て
い
た
だ
く
人
で
、
昨
年
度
は

１
２
６
人
が
登
録
し
、
学
習
支

援
、心
の
支
援
、図
書
館
支
援
、

日
本
語
指
導
な
ど
で
活
躍
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
教
育
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課（
☎
22
７
８
８
１
）

あ
な
た
の
力
を
幼
稚
園
・
学
校
に
！

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

　

次
の
と
お
り
、
高
校
生
・
高

等
専
門
学
校
生
・
大
学
生（
短

学
校
教
育
課（
☎
22
７
８
８
１
）

伊
勢
市
奨
学
金

奨
学
生
を
募
集

期
大
学
生
を
含
む
）
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・・
生
活
保
護
受
給
世
帯
ま
た
は

市
民
税
所
得
割
額
非
課
税
世
帯

で
あ
る

・・
市
内
在
住
者
の
子
弟
で
あ
る

・・
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）・

高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校
に

在
学
し
て
い
る

・・
学
業
が
優
良
で
、
学
資
に
乏

し
い

支
給
額　

下
表
の
と
お
り

支
給
期
間　

１
年
間（
当
該
年

度
の
み
）

申
し
込
み　

６
月
２
日
㈪
〜
16

日
㈪
に
、
申
請
書
・
必
要
書
類
・

作
文
を
、
同
課
ま
た
は
教
育
委

員
会
窓
口（
市
役
所
東
庁
舎
・

２
階
）へ

選
考
方
法　

選
考
委
員
で
選
考

※
募
集
要
項
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
・
各
支
所
・
教
育
委
員

会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

５
９

６
万
６
千
円（
う
ち
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
２
４
０
万
円
）

伊勢市奨学金支給額
対象 支給額（返済不要）

①高等学校
②高等専門学校
　（1～ 3年生）

公立 年額 66,000 円（月額 5,500 円）

私立 年額 72,000 円（月額 6,000 円）

③高等専門学校
　（4～ 5年生）
④大学

県内 年額 96,000 円（月額 8,000 円）

県外 年額 120,000 円（月額 10,000 円）

※③④については、伊勢市育英基金を原資としていますので、合
　わせて 20人程度とします。

伊
勢
市
育
英
基
金
に
ご
協
力
を

　

伊
勢
市
育
英
基
金
は
、
伊
勢

市
奨
学
金
制
度
の
大
学
生
・
高

等
専
門
学
校
生
へ
の
奨
学
金
支

給
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
今
年
度
で
48

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
財
源
確

保
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
奨
学

金
を
支
給
し
、
社
会
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
基

金
へ
の
ご
寄
附
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
の
人
材
や
教
職
経
験
者
・

教
員
免
許
保
有
者
・
教
員
志
望

の
学
生
を
求
め
て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

申
込
書
を
同
課
へ

※
申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

者
の
在
留
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

採
用
予
定
人
数　

①
②
各
２
人

程
度

採
用
予
定
日　

①
平
成
27
年
４

月
１
日（
免
許
未
取
得
の
人
は

免
許
取
得
後
）、
②
平
成
26
年

度
中（
勤
務
開
始
日
は
相
談
の

上
決
定
）

申
し
込
み　

５
月
12
日
㈪
〜
23

日
㈮（
必
着
）に
、受
験
申
込
書
・

必
要
書
類
を
、
受
験
者
本
人
が

直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
室（
〒

516

－

0014
楠
部
町
３
０
３
８
）へ

※
試
験
日
は
申
込
者
に
通
知
し

ま
す
。

※
募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は

同
室
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
伊

勢
総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hospital.city.ise.m
ie.

jp
）に
掲
載
し
ま
す
。

※
院
内
保
育
所
な
ど
、
子
育
て

を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

６
３

７
万
８
千
円
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運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る

３
人
１
チ
ー
ム
で
、
１
２
３
日

間（
７
月
１
日
〜
10
月
31
日
）の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る

「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン

ジ
１
２
３
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
費　

１
人
に
つ
き
１
０
０

０
円

申
込
期
間　

５
月
１
日
㈭
〜
６

月
30
日
㈪

※
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し

た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
抽
選
で

１
チ
ー
ム
30
万
円
分
を
は
じ
め

三
重
県
交
通
安
全･
消
費
生
活
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
１
０
）

無
事
故
・
無
違
反

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３

参
加
者
を
募
集

と
す
る
旅
行
ギ
フ
ト
券
な
ど
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム（
３
人
の

う
ち
２
人
以
上
が
、
７
月
１
日

時
点
で
65
歳
以
上
の
人
の
チ
ー

ム
）
の
募
集
も
し
ま
す
。
達
成

チ
ー
ム
に
は
、
一
般
チ
ー
ム
の

商
品
と
は
別
に
、
さ
ら
に
抽
選

で
５
チ
ー
ム
に
シ
ル
バ
ー
特
別

賞（
６
万
円
分
の
旅
行
ギ
フ
ト

券
）な
ど
が
当
た
り
ま
す
。（
共

通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り

ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ（
５
月

１
日
以
降
、
市
役
所
、
各
警
察

署
、
各
県
庁
舎
、
県
庁
な
ど
に

あ
り
ま
す
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲
載
期
間　

平
成
26
年
10
月
〜

平
成
27
年
３
月

※
お
お
よ
そ
の
掲
載
時
期
で
あ

り
、
店
頭
で
の
販
売
期
間
を
確

約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

掲
載
位
置　

ご
み
袋
の
表
面
中

段広
告
の
大
き
さ
・
広
告
料　

左

表
の
と
お
り

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

市
指
定
ご
み
袋
へ
の

広
告
掲
載
事
業
者
を
募
集

ご
み
袋
作
成
費〔
平
成
26
年
度

予
算
〕　

７
９
２
７
万
円（
う
ち

売
払
収
入
７
９
２
６
万
９
千

円
、
広
告
収
入
64
万
円
）

市指定ごみ袋　広告の大きさ・広告料
大袋 中袋 小袋

広告の
大きさ

縦 120㎜
横 180㎜

縦 100㎜
横 150㎜

縦 80㎜
横 120㎜

広告料 10万円 4万円 2万円

印刷予定
枚数

265万枚 90万枚 42万 5千枚

　

離
職
者
が
早
期
に
再
就
職
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
下
表

の
と
お
り
職
業
訓
練
を
行
い
ま

す
。

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

南
伊
勢（
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構　

南
伊
勢
職

業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
37
３
１
２
１
）

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

対
象　

再
就
職
を
希
望
し
、
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
い
る
人

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別

途
教
材
費
・
作
業
服
代
が
必
要

で
す
。

公共職業訓練生を募集
訓練科 とき 定員 申込期限 入所選考日

テクニカルオペレーション科
6月 3日㈫
　～ 11月 28日㈮ 15人 5月 8日㈭ 5月 16日㈮

機械加工科（短期デュアルコース）
6月 26日㈭
　～ 1月 14日㈬ 15人 5月 28日㈬ 6月 5日㈭

電気設備科 8月 19日㈫
　～ 2月 12日㈭

15人
7月 17日㈭ 7月 25日㈮

住宅リフォーム技術科 15人

募
集
枠
数　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
き

さ
の
袋
に
２
枠
ず
つ

申
し
込
み　

５
月
19
日
㈪
ま
で

に
、
申
込
書
を
同
課
へ

応
募
資
格　

18
歳
〜
68
歳
の
健

康
な
人（
高
校
生
を
除
く
）で
、

養
成
講
座
を
受
講
後
、
月
４
回

以
上
の
活
動
が
で
き
る
人

※
養
成
講
座
は
、７
月
19
日
㈯
・

26
日
㈯
の
講
習
と
、
数
回
の
実

習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

来
館
者
の
対
応
、

団
体
鑑
賞
者
の
案
内
、
ポ
ス
タ

ー
な
ど
の
配
布
準
備
作
業
、
会

員
相
互
の
研
修
、
文
献
資
料
の

整
備
、
展
覧
会
準
備
作
業
の
補

助
な
ど

募
集
人
数　

20
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈭
〜
６

月
30
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

に
、往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
県

立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
欅

の
会
」（
〒
514

－

0007
津
市
大
谷
町

11
）へ

三
重
県
立
美
術
館

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・
２
１
０
０
）

県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
欅け

や
き

の
会
」
会
員
を
募
集
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講
座

と
き　

７
月
８
日
㈫
・
11
日
㈮
・

15
日
㈫
・
22
日
㈫
・
24
日
㈭
・

25
日
㈮
・
29
日
㈫

と
こ
ろ　

小
俣
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

対
象　

55
歳
以
上
の
求
職
者

内
容　

事
業
所
・
施
設
・
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
調
理
補
助
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
け
る
よ

う
、
食
品
衛
生
・
栄
養
・
食
材

の
基
礎
知
識
や
調
理
の
基
礎
を

学
ぶ
講
習

定
員　

20
人

申
込
期
間　

５
月
13
日
㈫
〜
６

月
13
日
㈮

公
益
社
団
法
人
三
重
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
１
６
１
）

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の

た
め
の
技
能
講
習

調
理
ス
タ
ッ
フ
講
習

催
し
物

　

風
水
害
・
地
震
・
津
波
な
ど

の
自
然
災
害
か
ら
、
自
分
自
身

で
命
を
守
る
た
め
の「
自
助
」、

地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
備
え
る

「
共
助
」
の
た
め
、
私
た
ち
自

身
が
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
気
象
情
報
の
こ
と
や
、

日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
べ
き
対

策
と
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
31
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時（
開
場
は
午
後

０
時
30
分
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
気
象
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
」
堀
江
万
喜

さ
ん（
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
）、

講
演
「
津
波
か
ら
命
を
守
る
た

め
に
〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
学

ぶ
津
波
防
災
〜
」
草
野
富
二
雄

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

津
地
方
気
象
台

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
６
８
１
８
）

防
災
講
演
会

災
害
か
ら
あ
な
た
と
家
族
、

地
域
を
守
る
に
は

さ
ん（
津
地
方
気
象
台
台
長
）

定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
23
日
㈮
ま
で

に
、
代
表
者
氏
名
・
参
加
人
数

を
、
電
話
で
同
課
ま
た
は
同
気

象
台
へ

　

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
菓
子

を
つ
ま
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
市

長
を
囲
ん
で
井
戸
端
会
議
を
し

ま
せ
ん
か
。
暮
ら
し
の
こ
と
や

子
育
て
の
こ
と
な
ど
、
日
頃
の

思
い
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

夫
婦
で
の
参
加
や
、
子
ど
も

連
れ
の
参
加
も
大
歓
迎
！

と
き　

５
月
17
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

御
薗
公
民
館
・
講
堂

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
２
日
㈮
か

ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課（
FAX
㉑
５
６
４
２
、

市
民
交
流
課
内
・
男
女
共
同
参
画

れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
21
５
５
１
３
）

市
長
と
話
そ
う
！

♪
れ
い
ん
ぼ
う
カ
フ
ェ
♪
　

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ

生
息
地
の
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
保
全
措
置
）に
つ
い
て
、
簡
単

な
説
明
を
聞
き
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト

ト
ン
ボ
の
観
察
を
し
ま
す
。

と
き　

６
月
28
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
15
分（
集
合
時

間
は
午
前
９
時
55
分
、
小
雨
決

行
）

と
こ
ろ　

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
大
湊
町
１
１
２
６
）

講
師　

渡
辺
守
さ
ん（
筑
波
大

学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研
究

科
教
授
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
13
日
㈮
ま
で

に
、
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
携
帯

電
話
番
号（
中
止
連
絡
用
）・
フ

ァ
ク
ス
番
号
を
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
三
重

三
重
県
環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
３
２
９
・
２
０
０
０
）

ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
観
察
会

　

地
場
産
品
が
一
堂
に
集
ま
り
、

１
０
０
ブ
ー
ス
以
上
の
出
店
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

と
き　

５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
荒
天

の
場
合
は
中
止
）

と
こ
ろ　

外
宮
前
バ
ス
停
横
広

場 ㈳
伊
勢
市
観
光
協
会
内
・
伊
勢
楽
市

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
28
３
７
０
５
）

伊
勢
楽
市

ア

ド

レ

スkouryu@
city.ise.

m
ie.jp

）へ

県
環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

（
〒
512

－

1211
四
日
市
市
桜
町
３

６
８
４

－

11
、
FAX
０
５
９
・
３

２
９
・
２
９
０
９
、
ア
ド
レ
ス

info@
eco-m

ie.com

）へ
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「
ど
う
な
っ
て
ん
の
？
私
た

ち
の
出
す
ゴ
ミ
」を
テ
ー
マ
に
、

清
掃
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご

み
が
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

る
の
か
を
実
際
に
見
学
し
ま
す
。

　

生
活
に
密
着
し
た
可
燃
ご
み

処
理
の
現
状
を
見
て
、聞
い
て
、

学
び
ま
す
。

と
き　

５
月
31
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

環
境
学
習
会

  

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

  

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

と
き　

①
５
月
24
日
㈯
・
②
６

月
28
日
㈯
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

  

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

  

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業

お
知
ら
せ

生
ご
み
を
土
に
返
す
方
法
を
学

び
、
環
境
に
優
し
い
生
活
を
目

指
し
ま
す

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

※
１
家
族
１
人
に
限
り
ま
す
。

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み　

①
５
月
９
日
㈮
・

②
６
月
10
日
㈫
か
ら
、
同
プ
ラ

ザ
へ

　

５
月
24
日
㈯
、
福
岡
ヤ
フ
オ

ク
！
ド
ー
ム（
福
岡
市
）で
行
わ

れ
る
プ
ロ
野
球
・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
対
阪
神
戦（
午
後
１
時
試
合

開
始
）
で
、
伊
勢
市
が
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
合
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

20
枚
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

観
光
企
画
課（
☎
21
５
５
６
５
）

福
岡
ヤ
フ
オ
ク
！
ド
ー
ム

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
の
う
ち
、
１
枚
に

は
①
選
手
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

す
る
権
利（
６
歳
〜
中
学
生
対

象
）、
３
枚
に
は
②
選
手
を
守

備
位
置
で
迎
え
る
権
利（
４
歳

〜
中
学
生
対
象
）が
付
き
ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
９
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
枚
数（
４
枚

ま
で
）、
申
込
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
、
権
利
①
②
の
希
望
有
無

を
記
入
し
、
同
課（
〒
516

－

8601

岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）へ

※
申
し
込
み
は
１
人
１
回
に
限

り
ま
す
。

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

広
告

買い物環境整備事業補助金
対象事業 事業例 補助金額

計画策定事業
商店街などの活性化にかかる調査および
計画策定事業など

事業費の2/3（上限50万円）

再活性化事業
地域の名所・旧跡・歴史などを生かして
魅力を高める事業など

事業費の2/3（上限100万円）

情報システム化整備事業 ホームページ作成事業など 事業費の2/3（上限100万円）

快適環境整備事業
多言語に対応したパンフレット・看板の
作成、案内人の設置事業など

事業費の2/3（上限100万円）

安心安全整備事業 災害マニュアル作成事業など 事業費の2/3（上限100万円）

その他の事業
地域社会、観光客などの消費者の新たな
ニーズに対応した事業など

事業費の2/3（上限50万円）

　

楽
し
く
買
い
物
が
で
き
る
店

舗
や
商
店
街
づ
く
り
、
購
買
の

利
便
性
を
高
め
る
商
業
環
境
の

整
備
を
目
指
す
事
業
に
対
し
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

対
象
事
業
・
補
助
金
額　

下
表

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

買
い
物
環
境
整
備
事
業

補
助
金

の
と
お
り

対
象
団
体　

市
内
に
所
在
す
る

次
の
団
体

・・
商
店
街
振
興
組
合
、
商
店
街

協
同
組
合
、
商
工
会
議
所
、
商

工
会
、
商
店
街
連
合
機
関
、
任

意
の
商
店
街
組
織
、公
益
法
人
、

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

６
５

０
万
円

学
校
、
２
以
上
の
店
舗
で
組
織

さ
れ
た
団
体
で
市
長
が
認
め
る

も
の

申
請　

５
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
審
査
に
よ
り
補
助
金
の
交
付

決
定
を
し
ま
す
。
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障
が
い
の
あ
る
人
が
自
宅
で

介
護
・
養
育
を
受
け
て
い
る
場

合
、
次
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。認
定
さ
れ
れ
ば
、

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
手
当
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

支
給
額　

月
額
２
万
６
０
０
０

円対
象　

日
常
生
活
で
常
に
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
寝
た
き
り
な
ど
長
期
の
安
静

が
必
要
な
状
態
で
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
手
・
腕
が

動
か
せ
な
い
、目
が
見
え
な
い
、

耳
が
聞
こ
え
な
い
な
ど
の
障
が

い
が
重
複
し
て
い
る
、
ま
た
は

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
７
５
、FAX
20
８
５
５
５
）

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

５
０

０
７
万
４
千
円（
う
ち
国
負
担

金
３
７
５
５
万
５
千
円
）

障
害
児
福
祉
手
当

支
給
額　

月
額
１
万
４
１
４
０

円対
象　

日
常
生
活
で
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態（
重
度
の

精
神
障
が
い
者
、
知
能
指
数
20

以
下
の
知
的
障
が
い
者
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
と
２
級
の
一

部
に
該
当
す
る
程
度
）
に
あ
る

20
歳
未
満
の
人

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

１
１

４
０
万
１
千
円（
う
ち
国
負
担

金
８
５
５
万
円
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
額

・・
１
級
…
月
額
４
万
９
９
０
０

円・・
２
級
…
月
額
３
万
３
２
３
０

円対
象　

重
度
の
精
神
障
が
い

者
・
知
的
障
が
い
者（
療
育
手

帳
Ａ
１
〜
Ｂ
１
程
度
）、
ま
た

は
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
３
級

と
４
級
の
一
部
に
該
当
す
る
程

度
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の

人
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
療
育
手
帳
が
な
く
て
も
、
自

閉
症
や
広
汎
性
発
達
障
が
い
な

ど
を
罹
患
し
て
い
る
場
合
な
ど

は
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

予
算
額　

県
が
支
給
す
る
た
め

市
の
予
算
措
置
な
し

広
告

　

平
成
26
年
１
月
31
日
に
公
表

さ
れ
た
平
成
25
年
全
国
消
費
者

物
価
指
数
の
実
績
値（
対
前
年

比
プ
ラ
ス
0.4
％
）、
お
よ
び
特

例
水
準
の
段
階
的
な
解
消（
※
）

（
平
成
26
年
４
月
以
降
は
マ
イ

ナ
ス
0.7
％
）
に
よ
り
、
平
成
26

年
度
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
手
当

額
が
、下
表
の
と
お
り
変
更（
マ

イ
ナ
ス
0.3
％
）し
ま
し
た
。

※
特
例
水
準
の
段
階
的
な
解
消

と
は
、
平
成
12
年
度
以
降
、
物

価
下
落
時
に
特
例
措
置
と
し
て

減
額
改
定
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

た
め
に
手
当
額
が
本
来
よ
り
1.7

％
高
い
水
準（
特
例
水
準
）に
あ

る
も
の
を
、
平
成
25
〜
27
年
度

の
３
年
間
で
段
階
的
に
解
消

（
減
額
）
す
る
も
の
で
す
。（
解

消
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
25

年
10
月
に
マ
イ
ナ
ス
0.7
％
、
平

成
26
年
４
月
に
マ
イ
ナ
ス
0.7

％
、
平
成
27
年
４
月
に
マ
イ
ナ

ス
0.3
％
）

特別児童扶養手当などの手当額（月額）
手当の種類 平成25年４月～ 平成25年10月～ 平成26年４月～

特別児童
扶養手当

１級 50,400円 50,050円 49,900円

２級 33,570円 33,330円 33,230円

特別障害者手当 26,260円 26,080円 26,000円

障害児福祉手当 14,280円 14,180円 14,140円

経過的福祉手当 14,280円 14,180円 14,140円

そ
れ
と
同
程
度
）
に
あ
る
20
歳

以
上
の
人

※
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
て

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら

　

手
当
額
が
変
わ
り
ま
し
た
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国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業

の
人
や
会
社
を
退
職
し
た
人
な

ど
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人
の
た
め
の
健
康

保
険
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取

得（
加
入
）す
る
と
き
や
、
喪
失

（
脱
退
）す
る
と
き
は
、
法
律
に

基
づ
き
、
14
日
以
内
に
届
け
出

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
14
日
以
内
に

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当

す
る
人
は
、
同
課
・
各
総
合
支

所
生
活
福
祉
課
・
各
支
所
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格

取
得
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
資
格
を
喪
失
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届
け

出
を
し
な
い
ま
ま
国
民
健
康
保

険
証
を
使
う
と
、
後
で
い
っ
た

ん
医
療
費
を
全
額
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

国民健康保険の届け出
届け出が必要なとき 届け出に必要な物

資格取得
（加入）

市内へ転入したとき 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した（退
職した）、または扶養家族から
外れたとき

職場の健康保険の離脱証明
書、印鑑

子どもが生まれたとき
国民健康保険証、母子健康
手帳、印鑑

生活保護を受けなくなったとき
生活保護廃止決定通知書、
印鑑

資格喪失
（脱退）

市外へ転出するとき 国民健康保険証、印鑑

職場の健康保険に加入した、
または扶養家族になったとき

国民健康保険と職場の健康
保険の保険証、印鑑

死亡したとき 国民健康保険証、印鑑

生活保護を受けるようになっ
たとき

国民健康保険証、生活保護
開始決定通知書、印鑑

その他

住所・氏名・世帯主などが変
わったとき

国民健康保険証、印鑑

保険証を紛失したり、破損し
たとき

身分証明書、国民健康保険証
（破損の場合）、印鑑

学生が修学のため市外へ転出
するとき

国民健康保険証、在学証明書、
印鑑

退職者医療制度に該当するとき
国民健康保険証、年金証書、
印鑑

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
と
比
べ
て
安
価
な
の
に
安

全
性
や
効
き
目
は
同
等
と
国
が

認
め
た
薬
の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
は
、

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険

財
政
の
改
善
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
や

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
保
険
証
の
交
付
時
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
体
に
な
っ

た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
を
送
付
し
て
い
ま

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド

す
。
医
療
機
関
や
薬
局
で
、
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
の
意
思
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

家
計
に
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
を
積
極
的
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
紛
失
な

ど
で
カ
ー
ド
の
再
交
付
を
希
望

す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
…
医

療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付

係（
☎
㉑
５
６
４
６
）

・・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
…
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
☎
０
５
９
・
２
２

１
・
６
８
８
３
）、
医
療
保
険

課
福
祉
医
療
係（
☎
㉑
５
５
５

２
）

広
告
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収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
著

し
く
困
難
な
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
、
医
療
機
関
な
ど
で
一

部
負
担
金
の
支
払
い
を
免
除
ま

た
は
徴
収
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

■
免
除

要
件　

入
院
療
養
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
世

帯
で
、
世
帯
主
の
収
入
が
生
活

保
護
基
準
額
以
下
、
か
つ
預
貯

金
が
生
活
保
護
基
準
額
の
３
カ

月
分
以
内

免
除
期
間　

３
カ
月
以
内

■
徴
収
猶
予

要
件　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
含
む
世
帯
の
収
入
合
計
が
生

活
保
護
基
準
額
の
1.3
倍
以
下

猶
予
期
間　

６
カ
月
以
内

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

医
療
機
関
で
の

支
払
い
免
除
・
徴
収
猶
予

　

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
で
の

地
域
活
動
や
自
治
会
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域

で
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
市
が

保
険
料
を
負
担
し
て
補
償
制
度

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、

広
く
公
共
の
利
益
を
目
的
と
し

て
行
う
自
発
的
か
つ
無
報
酬
の

活
動
中
に
事
故
に
遭
っ
た
場
合

や
、
地
域
活
動
の
責
任
者
な
ど

が
誤
っ
て
第
三
者
を
負
傷
さ
せ

た
場
合
に
、
補
償
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
万
一
、
事
故
な
ど
が
起
こ

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
同
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
６
月
以
降
、
補
償

の
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
６
３
）

市
民
活
動
補
償
制
度

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

２
４

３
万
３
千
円

○ ○ 補償の対象となる主な活動
・・地域社会活動（清掃、防犯、防災、交通安全、パトロール、祭
　りなどの活動）
・・青少年健全育成活動（子ども会、ボーイスカウト・ガールスカ
　ウト、非行防止などの活動）
・・社会福祉・奉仕活動（社会福祉施設への慰問、手話、在宅高齢
　者や障がい者支援などの活動）
・・社会教育活動（スポーツ、レクリエーション、文化などの指導）
・・市主催の上記活動に準じる事業への参加および手伝いなど

×補償の対象外となる主な活動
・・危険度の高いスポーツ、危険行為を伴う祭礼など
・・政治や宗教または営利を目的とする活動
・・懇親、趣味などを目的としたスポーツや文化活動
・・職場や学校などの活動

　発生した事故がこの制度の対象になるかどうかは、活動内容
や事故状況などによります。詳しくは、市のホームページをご
覧いただくか、同課へ問い合わせてください。

補償の限度額
■傷害補償

区分 給付額
死亡 1人 200 万円
後遺障害 上限 200万円

入院
1日 3,000 円
（上限 180日）

通院
1日 2,000 円
（上限 90日）

※入院・通院補償については、事故発生
　日から起算して 180 日以内の間に限り
　ます。

■賠償責任補償
区分 補償限度額

身体賠償
1人 1億円
1事故 3億円

財物賠償 1事故 1,000 万円
保管者賠償 1事故 500万円

※１事故につきそれぞれ5,000円は免責で
　自己負担となります。

広
告

遺品整理遺品整理
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市
内
に
あ
る
住
宅
・
店
舗
の

リ
フ
ォ
ー
ム
・
増
改
築
工
事
を
、

市
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
建

設
業
者
な
ど
が
行
う
場
合
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
店
舗
の
新
築
工

事
に
つ
い
て
も
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

・・
市
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
し

て
い
る
個
人
、
ま
た
は
市
内
に

本
社
が
法
人
登
記
さ
れ
て
い
る

法
人（
法
人
に
つ
い
て
は
対
象

者
自
ら
が
営
む
店
舗
の
場
合
の

み
）

・・
世
帯
員
全
員（
法
人
の
場
合

は
そ
の
法
人
）
が
市
区
町
村
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

・・
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い

対
象
住
宅
・
店
舗　

補
助
対
象

者
が
居
住
す
る
住
宅
・
併
用
住

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

住
宅
・
店
舗
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
補
助

宅（
借
家
な
ど
の
場
合
は
所
有

者
の
承
諾
が
必
要
）、
ま
た
は

補
助
対
象
者
が
市
内
で
商
品
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
を
行

う
店
舗（
賃
借
店
舗
の
場
合
は

所
有
者
の
承
諾
が
必
要
）

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
る
住
宅
・
店
舗
は

対
象
外
で
す
。

対
象
工
事　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・・
工
事
費（
税
抜
き
）が
20
万
円

以
上
で
あ
る

・・
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

・・
市
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る

法
人
、
ま
た
は
市
内
の
個
人
事

業
者
が
行
う
工
事
で
あ
る

※
次
の
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・・
浄
化
槽
設
置
工
事
や
公
共
下

水
道
へ
の
排
水
管
接
続
工
事
、

解
体
の
み
の
工
事
な
ど

・・
申
し
込
み
時
点
や
補
助
金
交

付
決
定
前
に
着
手
し
て
い
る
工

事・・
住
宅
・
店
舗
と
別
棟
の
倉
庫
・

車
庫
な
ど
の
工
事
、
外
構
の
工

事
な
ど

・・
機
器
な
ど
の
設
置
・
取
り
替

え
の
み
の
工
事

・・
市
な
ど
の
他
の
補
助
制
度
を

利
用
す
る
工
事

補
助
金
額　

工
事
費（
税
抜
き
）

の
10
分
の
１（
住
宅
は
上
限
10

万
円
、
店
舗
は
上
限
20
万
円
）

※
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

住
宅
部
分
に
対
す
る
補
助
金
額

と
店
舗
部
分
に
対
す
る
補
助
金

額
を
比
較
し
、
多
い
方
の
額
と

し
ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈭
か
ら
、

申
請
書
・
必
要
書
類
を
直
接
同

課
へ

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

店
舗
の
新
築
工
事
へ
の
補
助

　

店
舗
の
新
築
工
事
に
対
す
る

補
助
金
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

募
集
案
内
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
、
交
付
決
定
額
が

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
に
開
館
し
た

労
働
福
祉
会
館
は
、
労
働
者
を

は
じ
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

が
文
化
・
教
養
活
動
を
す
る
場

や
、
会
議
・
研
修
の
場
と
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ラ
ー
を
備

え
た
会
議
室
で
は
、
ダ
ン
ス
の

練
習
も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
活
動
の
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

勢
田
町
６
１
３

－

13

利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

10
時

休
館
日　

火
曜
日
・
祝
日
・
年

末
年
始

労
働
福
祉
会
館（
☎
20
１
１
０
５
）

労
働
福
祉
会
館
の

ご
利
用
を

広
告

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
・
増

改
築
へ
の
補
助

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

１
２

０
０
万
円
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イベント掲示板
　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

時５月４日㈷・５日㈷、9:00～17:00（５日は15:00ま
で）　所サンライフ伊勢　内盆栽・古典植物・山
野草などの展示と即売

三重グリーンクラブ（☎0598-23-5876）
春の観賞植物展

時５月11日㈰、14:00～16:00　所赤門寺正寿院
（岩渕3丁目4-25）　内竹内浩三のお話と詩の朗読

時とき  所ところ  対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み

７月１日号＝５月15日㈭
７月15日号＝５月30日㈮

掲載申し込み
締め切り

イベント掲示板&
みんなの広場

赤門寺正寿院（☎28-4540）
竹内浩三　青空のように 五月のように

みんなの広場

時５月４日㈷、13:00～　所生涯学習センターい
せトピア・多目的ホール　内民謡の三味線と唄の
演奏に踊りも添えていただき、一年のお稽古のお
さらい会を行います

ふじその会 社中（☎090-8955-1804）
ふじその会 おさらい会

時５月18日㈰、13:00～15:00　所村井楽器伊勢店・
2階ホール（御薗町長屋2175）　内東京から手作り
楽器を抱えたミュージシャンがやって来る！手作
り楽器で一緒に遊び、即興音楽を体験してみよう。
定 20人（先着順）　料 1,500円（同協会会員は1,000
円）　申５月17日㈯までに同協会へ

NPO法人三重音楽療法地域推進協会（☎23-1125）
ワークショップ「音で遊ぼう！」

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

時５月８日㈭～11日㈰、10:00～17:00　所生涯学
習センターいせトピア・1階ふれあい広場　内会
員の篆刻・書道の作品展示

東方篆
てん

刻
こく

・書道研究会（☎24-0975）
第14回東方展

時５月14日㈬～16日㈮　所おかげ横丁、五十鈴川
河畔　対囲碁に興味のある人　内 30歳以下の若手
プロ棋士による神宮参拝とトーナメント戦および
初心者教室や指導碁が行われます

指導碁
定 70人（先着順）　料 2,000円　申５月１日㈭～14
㈬に同クラブへ

横丁棋院囲碁クラブ（☎23-8816）
第5回おかげ杯囲碁トーナメント

時５月17日㈯、19:00～20:30　所伊勢河崎商人館・
角吾座　内「悠久なる漢詩と伊勢音頭」と題して、
映像により分かりやすい詩吟を発表します
定 70人（先着順）

奉洲流詩吟道総本部（☎25-6261）
奉洲流詩吟発表会

時５月23日㈮～25日㈰、10:00～16:00　所神宮会
館（宇治中之切町152）　内切り花・鉢植え・押し
花の展示

三重ばら会南勢支部・辻さん（☎24-9271）
伊勢神宮奉納 春のばら展押し花展

時６月５日㈭～７日㈯　所三重県建設労働組合伊
勢支部第二会館（一之木4丁目644-3）、大仲建設土
場（西豊浜町）　対 18歳以上で、つり上げ荷重1ト
ン以上のクレーンなどの玉掛け補助業務経験が６
カ月以上ある人　定 60人（先着順）　
料 13,500円　申同組合同支部へ

三重県建設労働組合伊勢支部（☎23-5535）
玉掛け技能講習会

時毎月第１・３土曜日、9:00～11:00　所小俣北部
公民館　定 10人　料 1,000円（教材費として初回に
必要）

中西さん（☎090-3565-0340）
百人一首の競技かるた教室

時５月18日㈰、10:00～15:00　所福祉健康センタ
ー・２階娯楽室　対視覚障がい者　内室内で楽し
むフライングディスク教室を開催します。フライ
ングディスクの投げ方などを教えてもらい、ミニ
ゲームなどを行います。

伊勢市視覚障害者福祉会（☎24-0870）
フライングディスク教室
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成26年度〕 8,109 万 9千円（市主催分のみ）５月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30〔５月５日は
祝日のため、７日㈬に行います〕

所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時５月１日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申４月24日㈭～30日㈬に、社会福祉協議
会小俣支所（☎㉗0509）へ来所または電話
の上、相談日当日の13:15までに来所

時５月15日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申５月８日㈭～14日㈬に、社会福祉協議
会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または電
話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時 月～金曜日、9:00～12:00・13:00～
16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時５月15日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申５月１日㈭・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時６月５日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申５月29日㈭～６月４日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※５月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時５月21日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時５月13日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時５月20日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時５月27日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時５月８日㈭、13:00～16:00（受け付け
は15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火・水・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時５月１日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、11:00～17:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者
問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時月～金曜日、9:30～17:30
所障害者総合相談支援センター「フク
シア」（岩渕2丁目4-9、☎㉑3633、FAX
⑳6535）〔訪問による相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所東地域包括支援センター（☎441165）
 　中部地域包括支援センター（☎㉗2424）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時５月７日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時５月14日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時５月21日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎㉒6617）

時５月28日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 ５月13日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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